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食育を取り組むきっかけは、学校でのいじめ事件が数多く報道される

なか「子どもたちはいのちの大切さが分からなくなっているのではない

か」と感じた代表取締役の伊藤秀雄さんが、いのちの大切さを伝えるた

めに、養豚業を担う立場から、学校では手が届かないところに日々いの

ちに触れている農家の私たちが手伝いたいと食農体験教室を始めました。

今後の活動は、季節毎の食農体験プログラムを増やして、一日楽しめる

ものにすることです。そのためには、地域の皆さまにも先生になってもら

ったり、サポート役になってもらったりして、体験活動、地域の文化や伝

統料理の継承が図れるよう季節毎のプログラムを作って行きたいです。

伊豆沼農産の食育活動は、農作業体験や伝統料理

の記録と伝承、いきもの調査へと発展して、地域の

財産と文化、それに地域のマンパワーが合わさって、

地域に元気を作り出す活動へと進んでいました。

食べ物への関心を高め、生涯健全な食生活を送るために様々なアプロー

チがあります。地域の食材を大事にして、様々な体験活動を提供している

伊豆沼農産でした。詳しくは詳細版を御覧下さい。（Ｉ＆Ｇ）

地元の新田小学校

の総合学習として、

４年生を対象に田植えや稲刈り体験を

受入れています。

畑のオーナーにな

っていただき、野

菜作りを体験するプログラムです。

「生ハムづくり」

は、豚の骨付きも

も肉のオーナーになっていただき、血

抜きや塩を塗り込む仕込みを体験しま

す。

どぶろくに仕込む

お米の田植えから収

穫、どぶろくの仕込みを体験し、仕

上がったどぶろくをオーナーさんに

お届けするプログラムです。

毎年７月の一ヶ月

間ブルーベリー園を

解放して、子ども会など受け入れを

しています。

「手づくりウィンナー」

は、小学生から社会人

までを対象に１０年前

から行っています。お子様連れで何年

か続けて 参加される方もいらっしゃ

る、一番人気のプログラムです。

「手づくりピザ」は、

生地から手作りしま

す。他にも、美味

しくて楽しいプロ

グラムがたくさん

あります。

伝統料理で
地域を元気に

都会から来ていただい

た皆さまと新田地区の皆

さまとの交流として、郷土芸能や郷土

料理を楽しんでいただくために、地域

の皆さまの思い出の料理やこれからも

残していきたい料理の展示と食事会を

開いています。

同時に、伝統料理を継承するために、

地域の皆さまが持ち寄った料理のいわ

れやレシピ、食材の記録もしています。

伊豆沼農産は、食べ物を作る

ことの責任と『農業を食業に変

える』をコンセプトに、生産か

ら加工、販売、食卓までの「農

村産業」に挑んでいる農業法人

です。

伊豆沼農産が取り組む食育活

動について、同社企画室室長の

佐藤裕美さんからお話しを伺い

ました。


